
〔役員会による審議〕

　令和３年１１月２７日（土）　役員会による審議

　　　　　１２月２７日（月）　　　　〃

　　　　　１２月３０日（木）　審議結果の報告　　※ホームページ掲載（予定）

〔議案〕

第１号議案　　　　令和２年度　事業報告

第２号議案　　　　令和２年度　収支決算報告、監査報告

第３号議案　　　　令和３年度　役員及び組織図、職務分掌（案）

第４号議案　　　　令和３年度　事業計画（案）

第５号議案　　　　令和３年度　収支予算（案）

同窓会会則第１２条に基づく役員会による審議及び報告
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豊田北高校同窓会（役員会審議）
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令和２年度　事業報告

※新型コロナウイルス感染症の感染防止（緊急事態宣言等の発出）のため、事業計画の一部を中止しました

　令和２年

11月25日 令和２年度定期総会（書面会議による決議） 同窓会ホームページ

事業報告、事業計画・予算案決議など
※ホームページ上での報告

　令和３年

2月3日 学校評議員会・学校関係評価委員会【中止】 豊田北高校

2月19日 10:00 令和２年度卒業生同窓会記念品贈呈式 豊田北高校

卒業証書ホルダー贈呈（348名）

2月25日 14:00 学校長面談（藤村校長） 豊田北高校

5月18日 11:00 学校長面談（河合校長）

5月30日 卒業３０周年記念事業　第７回実行委員会 オンライン会議

7月6日 同窓会・組織委員会 書面会議

9月21日 同窓会・組織委員会 書面会議

１１月27日 10:00 同窓会役員会 プラザホテル

12月27日 同窓会役員会 書面会議

その他 選手応援金の贈呈

第１号議案
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第２号議案 令和２年度　収支決算報告、監査報告
令和２年11月1日～令和３年10月31日

収入の部

科　目 2年度予算額 ２年度決算額 差引額 摘　要

繰越金 2,929,975 2,929,975 0

同窓会運営費 2,792,000 2,784,000 -8,000 8,000円×348名(令和3年3月卒業生)

繰入金 0 0 0

雑収入 0 2,106 2,106 令和2年度卒業生積立金会計残金 2,106円

収入等計 5,721,975 5,716,081 -5,894

支出の部

科　目 ２年度予算額 ２年度決算額 差引額 摘　要

総会費 100,000 66,000 -34,000 令和2年度同窓会報（50部及びWeb版）

会議費 200,000 0 -200,000

卒業記念品費 250,000 224,320 -25,680
卒業証書ホルダ－348個(令和3年3月卒業生348名)
@586円（税別）

通信費 100,000 0 -100,000

選手応援費 300,000 90,000 -210,000 全国大会・東海大会出場応援(団体4チｰム・個人2名）

慶弔費 100,000 41,000 -59,000 退職者2名、香典1名、供花1基、弔電1名

学校支援費 500,000 0 -500,000

ＨＰ管理費 114,350 91,850 -22,500
ホームページ保守管理、レンタルサーバー使用料64,350円
サイト改修費27,500円

データ管理費 154,000 154,000 0 会員名簿データ管理委託154,000円

文書等管理費 100,000 0 -100,000

事務費 10,000 0 -10,000

会員交流費 60,000 0 -60,000

雑費 10,000 2,640 -7,360 振込手数料等

支出計 1,998,350 669,810 -1,328,540

基金繰り入れ 1,000,000 1,000,000 0 同窓会活動基金への繰り入れ

創立記念事業積立金 349,000 348,000 -1,000 令和3年3卒業生の同窓会運営費の一部を積立

予備費 2,374,625

次年度繰越金 3,698,271

合　計 5,721,975 5,716,081

　○同窓会運営資金（令和３年10月31日）現在の残高 3,698,271円

  ○同窓会活動基金（令和３年10月31日）現在の残高 6,013,403円
　　 ※母校の発展に寄与する側面的援助のための基金

  ○創立記念事業積立金（令和３年10月31日）現在の残高 2,174,075円
　　 ※創立記念事業の開催支援のための積立金

上記を審査したところ、適正に執行していることを認めます。

監　査 　水野　　博喜　　　印

監　査 　森　　久美子　　　印
 ※監事確認印は保管されている原本に押印していますが、印影が個人情報にあたるため資料への掲載は省略しています。

令和3年12月10日
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第３号議案　令和３年度 役員及び組織図、職務分掌（案）

≪役　員≫ 卒業回

会　長 （1）

副会長 （2）

副会長 （3）

副会長 （5）

書　記 （6）

書　記 （9）

会　計 （4）

会　計 （7）

監　査 （2）

監　査 （3）

理　事 （2）

理　事 （3）

理　事 （4）

理　事 （5）

理　事 （5）

理　事 （6）

理　事 （6）

理　事 （7）

理　事 （7）

理　事 （7）

理　事 （8）

理　事 （8）

理　事 （8）

理　事 青
あお

　木
  き

　　　　誠
まこと

（9）

理　事 清
  し

　水
みず

　　　昭
あき

　子
  こ

（9）

理　事 （10）

理　事 （10）

理　事 （19）

鈴
すず

　木
き

　　　晃
みつ

　弘
ひろ

木
き

　村
むら

　　　安
やす

　男
お

築
つき

　山
やま

　　　慎
しん

　介
すけ

松
まつ

　田
だ

　　　　徹
とおる

中
なか

　根
ね

　　　　透
とおる

谷
たに

　川
かわ

　　　孝
たか

　之
ゆき

林
はやし

　　　　 　孝
たか

　光
みつ

山
やま

　口
ぐち

　　　隆
りゅう

　二
　じ

大
おお

　澤
さわ

　　　裕
ひろ

　数
かず

松
まつ

　山
やま

　　　純
じゅん

　大
だい

神
かみ

　谷
や

　　　明
あき

　宏
ひろ

鈴
すず

　村
むら

　　　　宏
ひろし

水
みず

　野
の

　　　博
ひろ

　史
ふみ

横
よこ

　山
やま

　　　綾
あや

　子
こ

水
みず

　野
の

　　　博
ひろ

　喜
き

小
こ

　塚
づか

　　　明
あき

　彦
ひこ

武
たけ

　田
だ

　　　勝
かつ

　利
と し

村
むら

　田
た

　　　正
まさ

　彦
ひこ
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鈴
すず

　木
き

　　　奈
な

　奈
な

永
なが

　田
た

　　　善
よし

　夫
お

後
  ご

　藤
とう

　　　貴
たか

　生
  お

大
おお

　森
も り

　　　由
よし

　兼
かね

土
つち

　屋
や

　　　竜
たつ

　生
お

豊
とよ

　岡
おか

　　　優
ゆう

　子
こ

薬
やく

　丸
まる

　　　貴
たか

　之
し

森
も り

　　　　　久美子
く み こ



≪組織図、事務分掌≫

副会長 総務広報委員会 •同窓会組織の運営、管理、掌握 

土屋 竜生（2） 書記 薬丸 貴之（6） •総会、各種会議の運営、資料の作成 

書記 後藤 貴生（9） •会員名簿及び会則の管理と整備 

監査 水野 博喜（2） •各委員会との連携 

監査 森 久美子（3） •日程の管理と諸事の連絡 

　　 大森 由兼（2） •学校との連携 

     武田 勝利（4） •同窓生交流行事の企画、運営

     小塚 明彦（5） •ホームページの管理 

     水野 博史（7） •写真等のデータ管理 

•同窓会諸事業に対する協力 

•同委員会の運営マニュアル作成

•その他

会長 副会長 財務委員会 •各種会計業務 

松山 純大（1） 神谷 明宏（3） 会計 豊岡 優子（4） •資金計画及び調達 

会計 鈴村  宏  (7)  •広告協賛業者の管理

     村田 正彦（3） •基金の管理 

     横山 綾子（5） •創立記念事業積立金の管理

     鈴木 奈奈（6） •慶弔費の管理 

     •選手応援費の管理 

•卒業記念品の管理 

•同窓会諸事業に対する協力 

•同委員会の運営マニュアル作成

•その他

副会長 組織委員会 ＜卒業30周年記念事業＞

永田 善夫（5）      大澤 裕数（6） •実行委員会の立上げ 

     松田  徹  (7) •実行委員会のサポート 

     中根  透  (7) ＜組織活性化＞

     鈴木 晃弘（8） •組織活性化の支援 

     木村 安男（8） •各学年幹事、組織の把握と集約 

     築山 慎介（8） •会員相互の交流と親睦 

     青木　誠  (9） •同窓会諸事業に対する協力 

     清水 昭子 (9） •同委員会の運営マニュアル作成

　 　林　孝光　(10） •その他

　 　山口 隆二 (10）

     谷川 孝之 (19)
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第４号議案　令和３年度　事業計画（案）

【取組方針】 　○ 会員相互の親睦と学校支援につながる同窓会活動の企画・運営を行う

　○ 実行委員会の立ち上げと活動サポートの充実、過去の活動実績を活かした企画提案を行う

　○ 効果的な同窓会事業ができるよう適正な収支予算の立案と確実な執行を行う

【事業内容】

　１　定期総会及び卒業３０周年記念事業の開催

　２　卒業記念品贈呈式／２月２８日

　３　卒業式／３月１日

　４　入学式／４月６日

　５　役員会の開催

　６　同窓会会報の発行（第２９号、第３０号）

　７　同窓会ホームページの更新等

　　　 同窓会HPへの会報、同窓会総会案内を掲載

        Facebook、新聞等への同窓会総会案内を掲載　

　８　ホームページの運用及び機能拡充

　９　文書保存基準の整理

　10 学校所有写真等のデータ化及び保管

　11 卒業記念品の選定及び贈呈

　12 企業広告協賛者の管理

　13 卒業３０周年記念事業の協力

       実行委員会の立上げ（平成３年度卒業生・第１１回生及び後回生）・サポート

　14　その他

       母校の発展に寄与する側面的援助

　　　各委員会の運営マニュアルの整備・更新

時期 役員会 全体（正副会長） 総務広報委員会 財務委員会 組織委員会

１１月 ○ 定期総会、卒業３０周年記念事業

１２月 各委員会での取組事項の確認 ホームページ更新（随時） 事業報告の整理、引継ぎ

１月 ◎ 卒業記念品の納品 記念事業実行委員会立上げ

２月 卒業記念品贈呈式 同窓会保存文書の整理 学校寄贈に関する調整 実行委員会の協力・支援

３月 ○ 卒業式 交流事業の企画運営 退職者の把握

４月 入学式 会員名簿の整理 同窓会運営費等の入金確認

５月 所属写真データ保存の作業等

６月 広告協賛者の管理 広告協賛活動の実施

７月 語学留学への支援

８月 交流事業の企画運営

９月 ○ 事業計画の立案 同窓会報の発行

１０月 ○ 定期総会の準備 HP等への会報、総会案内の掲載 決算及び予算編成

１１月 定期総会・卒業３０周年記念事業(予定） 記念事業の運営支援

全　　体

正副会長

総務広報委員会

財務委員会
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第５号議案 令和３年度　収支予算（案）

収入の部

科　目 ２年度決算額 ３年度予算額 差引額 摘　要

繰越金 2,929,975 3,698,271 768,296

同窓会運営費 2,784,000 2,792,000 8,000 8,000円×347名(令和4年3月卒業生)

繰入金 0 0 0

雑収入 2,106 0 -2,106

合　計 5,716,081 6,490,271 774,190

支出の部

科　目 ２年度決算額 ３年度予算額 差引額 摘　要

総会費 66,000 500,000 434,000
令和３年度定期総会、記念事業助成金
会報作成費

会議費 0 200,000 200,000 役員会、委員会、記念事業実行委員会

卒業記念品費 224,320 250,000 25,680 卒業記念品（令和4年3月卒業生347名）

通信費 0 850,000 850,000 会員案内の郵送費等

選手応援費 90,000 300,000 210,000 全国大会・東海大会出場応援金

慶弔費 41,000 100,000 59,000 退職者記念品等

学校支援費 0 500,000 500,000 学校寄贈品、協賛、研修支援

ＨＰ管理費 91,850 114,350 22,500
ホームページ保守、レンタルサーバー使用料
（64,350円）、ホームページ改修費（50,000円）

データ管理費 154,000 154,000 0 会員名簿データ管理委託（154,000円）

文書等管理費 0 100,000 100,000 学校所蔵写真等データ化作業

事務費 0 10,000 10,000 コピー代等

会員交流費 0 60,000 60,000 会員交流補助、同窓会開催補助

雑費 2,640 10,000 7,360 振込手数料等

支出計 669,810 3,148,350 2,478,540

基金繰出金 1,000,000 0 -1,000,000 基金への繰出金

創立記念事業積立金 348,000 347,000 -1,000 令和4年3月卒業生（347名）　同窓会運営費の一部

予備費 0 2,994,921

次年度繰越金 3,698,271

合　計 5,716,081 6,490,271 774,190

※各科目の流用は妨げない。
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愛知県立豊田北高等学校同窓会会則 

 
 第１章 総 則 
第１条 本会は愛知県立豊田北高等学校同窓会と称する。 
第２条 本会は会員相互の親睦と向上を図り、併せて母校の発展に寄与することを目的とする。 
第３条 本会は次に掲げる者をもって組織する。 
    １ 正 会 員 愛知県立豊田北高等学校（以下、「本校」という。）を卒業した者。 
    ２ 特別会員 本校教職員及び、かつて本校に在職した教職員。 
    ３ 名誉会員 本会の推薦した者。 
第４条 本会は第２条の目的を達成するため、次の事業を行う。 
    １ 総会  ２ 会報および会員名簿の発行  ３ 表彰および弔慰 
    ４ 講演会・講習会の開催  ５ その他本会の目的達成のために必要な活動 
第５条 本会の本部を本校内に置き、会員多数居住の地方に支部を置くことができる。 

第２章 役員及び学年幹事 
第６条 １ 本会は会員中より次の役員を置く。 
      会長 １名  副会長 ３名  書記 ２名  会計 ２名  理事 若干名  監査 ２名 

 ２ 本会は各卒業年次に学年幹事を置く。 
第７条 現在の学校長を含む顧問若干名を置くことができる。 
第８条 本会の役員及び学年幹事は次のように選出する。 

１ 会長・副会長は役員会において選出し、総会の承認を得る。任期は１年とする。 
但し、再任は妨げない。 

２ 理事および監査は役員会の推薦により会長がこれを委嘱する。任期は１年とする。 
但し、再任は妨げない。 

３ 書記・会計は各２名を理事より互選、又は母校職員中より会長が委嘱する。 
４ 学年幹事は卒業時に各回卒業生の中より２名選出する。任期は特に定めない。学年幹事は後任を 
  選出せずして辞任することはできない。 

第９条 １ 会長は本会を代表し、会務を統轄し、必要に応じて役員会（会長・副会長・書記・会計・理事・ 
顧問）、委員会および総会を招集する。 

    ２ 副会長は会長を補佐し、会長事故ある時はその職務を代行する。 
    ３ 会長以外の役員は委員会を組織し、企画の審議・会務の運営等を行う。 
    ４ 書記は本会の記録・その他の庶務を行う。 
    ５ 会計は本会の会計・その他の庶務を行う。 
    ６ 監査は会計を監査するとともに総会において報告する。 
    ７ 学年幹事は各自所属の卒業年次の事務連絡等を分掌する。 

第３章 総 会 
第10条 本会は毎年１回総会を開く。必要があるときは会長は臨時総会を招集する。 
第11条 本会の決議は総会出席者の過半数の承認によって可決される。 
第12条 次の事項は総会において承認を得なければならない。ただし、会員を招集することができない場合は、役員会は

総会機能を代行し、速やかに会員に報告するものとする。 
    １ 前年度の収支決算  ２ 前年度の会務報告  ３ 本年度の予算  ４ その他重要事項 

第４章 会 計 
第13条 本会の経費は入会金および運営費並びに寄付金をもってこれにあてる。但し、総会費および臨時会費 

等はその都度臨時徴収することができる。 
第14条 本会正会員は入会に際して卒業時に同窓会運営費として金8,000円を納入する。（周年行事費1,000円 

を含む。） 
第15条 本会の経費の支出は総会において決定された予算に基づいて行う。 
第16条 役員会の承認があれば必要に応じて経費の支出を行う。 
第17条 本会の会計年度は総会より翌年の総会までとする。会計の報告は次年度の総会または会報において行 

う。 

第５章 附 則 
１ 会員は住所、氏名、勤務先などに変更ある時は速やかに本部に報告しなければならない。 
２ 本会の会則変更は役員会の決議を経て、総会の承認を得なければならない。 
３ 本会則は昭和57年３月２日より施行する。 
４ 本会則は平成４年10月11日一部改正を行った。 
５ 本会則は平成10年８月10日一部改正を行った。 
６ 本会則は平成21年８月10日一部改正を行った。 
７ 本会則は平成22年８月９日一部改正を行った。 
８ 本会則は平成23年８月22日一部改正を行った。 
９ 本会則は平成29年11月27日一部改正を行った。 
10 本会則は令和２年11月26日一部改正を行った。 
 
 
 
 
 



豊田北高等学校同窓会慶弔等に関する規程 
 

 （目的） 

第１条 本規程は、愛知県立豊田北高等学校同窓会（以下「同窓会」という。）の運営を図るため、同窓会会則（以下「会則」と 

いう。）第４条に基づき、慶弔等に関して必要な事項を定めるものとする。 

 

 （慶弔及び顕彰） 

第２条 慶弔等の基準は、次の各号のとおりとする。 

（１）会員死亡の場合 

  本部事務局に会員死亡の連絡があった場合、告別式に間に合えば、弔電をおくる。 

（２）特別会員死亡の場合 

  供花又は、香典をおくる。 

（３）特別会員退職の場合 

  記念品料として10,000円を贈る。 

（４）その他 

 会長の決するところにより、慶弔、慰労、および顕彰することができる。 

 

 （部活動等応援金） 

第３条 部活動等に対する応援金の支給基準は、次の各号のとおりとする。 

（１）東海大会以上に出場する生徒に対して、東海大会は個人5,000円、団体20,000円、全国大会は個人5,000円、団体20,000円 

  の応援金を贈呈する。 

（２）前号の基準は原則として、学校が活動を認めている部活動に適用されるが、会長が校風の発揚に寄与すると認めれば、 

  その他の場合についても適用できる。 

 

 （交流事業補助）  

第４条 同窓会員による交流事業に対する補助は、次の各号のとおりとする。 

（１）各回生の懇親会を開催する場合、事務局に事前の申請があれば、開催補助として20,000円支出できる。但し、その支出に

あたっては開催の要項（案内書の原稿、出席者名簿等）の提出を要する。 

（２）同窓会の交流を図るために行う親睦行事に対して、開催の補助として20,000円支出できる。但し、その支出にあたっては

開催の要項（案内書の原稿及び出席者名簿等）の提出を要する。 

 

 （規程の改廃） 

第５条 この規程の改廃は、役員会の議決を得たうえで、総会において報告する。 

 

 附 則 

  １ 本規程は、平成４年１０月１０日及び平成２１年８月８日ならびに平成２５年１１月９日の総会で承認された事項を受け、 

    平成２９年１１月２７日から施行する。 


